
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1  水 内科健診 

2  木  

3  金 憲法記念日 

4  土 みどりの日 

5  日 こどもの日 

6  月 振替休日 

7  火  

8  水 検尿（全園児）回収日①  しずくクラス懇談会 

9  木 検尿（全園児）回収日② 

サッカー教室（たいよう・ぎんが） 

10  金  

11  土  

12  日  

13  月  

14  火 音楽教室（ちきゅう・たいよう・ぎんが） 

15  水  

16  木  

17  金 誕生会 

18  土  

19  日  

20  月  

21  火 ちきゅう遠足 

22  水 たいよう遠足 

23  木 ぎんが遠足 

24  金  

25  土  

26  日  

27  月 避難訓練 

28  火 (ちきゅう遠足 予備日） 

29  水 (たいよう遠足 予備日） 

30  木 (ぎんが遠足 予備日） 

31  金 再検尿 

令和６年 5 月 1 日 

園長  宇野 智子 

～「時」はただ流れるのではなく、 

「変化」をもたらします その変化は「成長」です～ 

 散りゆく桜を惜しむ間もなく、園庭のリンゴの木が、白く可愛い花を一斉に

咲かせ、満開を迎えた園前のハナミズキが、このところの雨に打たれて駐車場

のアスファルトを染めています。 

移り行く時の流れは、花だけでなく子どもたちや保護者の方にも変化をもた

らしています。例えば、4 月初め、ひたすら泣いていた新入園児さんに笑顔が

見られるようになりました。また、担任が変わって、戸惑っていた進級のおと

もだちが「〇〇せんせ～い！」と大きな声で、今年の担任に駆け寄る姿があり

ます。後ろ髪をひかれる思いで、慣らし保育を進めてこられた保護者の方です

が、職場に向かわれる後ろ姿に、少しずつ余裕を感じられるようになってきま

した。 

先日、京都新聞の読者欄にあった 80 歳の方の投稿です。職場復帰されたひ

孫さんのことを綴っておられました。園に着くと大泣きする我が子。自分も保

育園を出てから涙が止まらなかったという LINE が届いたそうです。投稿者が

ひ孫さんにかけた言葉が素敵です。紹介しますね。「保育園に入れるのを、申し

訳ないと思わないで。成長へ一歩踏み出したと思えば気が楽になるよ」3日後、

泣くのは同じだけど「バイバイ」と手を振るようになったと報告があったそう

です。私は、この投稿記事の中に、皆さんの思いを重ねました。 

新年度がスタートして 1か月が過ぎました。子どもたちも、新しい環境に対

応するために、ものすごく頑張っています。途中、体調を崩してしまうことも

あります。親子共々、無我夢中の 1か月でしたよね。もちろん、これで終わり

ではありません。まだ、始まったばかりです。でもね、確かな変化を実感する

ことはできておられるはずです。日々成長しているということです。 

ゴールデンウィークは、この 1か月に対するご褒美として、それぞれに楽し

んで過ごし、疲れをいやしてください。ただ、せっかく積み上げてきた「新し

い日常」のリズムを崩さないように、気を付けてもいただきたいです。 

                           （園長 宇野） 

            ＊抜粋：京都新聞「読者の声」谷本 光代さんの投稿より 

                                           

まきしまひいらぎえんだより 行事予定 

 ≪学級懇談会へのご参加ありがとうございます≫ 

 4 月 22 日から順次実施されている学級懇談会に、お忙し

い中、多数ご参加いただきありがとうございます。それぞれ

のご家庭でのお子さんの様子を交流することができ、新たな

発見や気づきにつながり、盛り上がったと聞いています。ま

だの学年もどうぞ、有意義な時間となりますように。 

今月の目標 

し ず く     保育者とふれあいあそびや外気浴を楽しみ、信頼関係を 

深める。 

う  み     保育者に見守られながら、春の自然に触れ、戸外での遊

びを楽しんだり、好きな遊びを見つけたりする。 

そ  ら     一日の生活リズムを無理なく整えていく。 

             草花や生き物に触れ、春ならではの自然に興味をもつ。 

ちきゅう     生活の仕方や流れを知り、自分でできることをやってみ

ようとする。 

         好きな遊びを見つけて、保育者や友達と一緒に楽しむ。 

たいよう     栽培物を育てたり、春の自然や虫に触れたりして、身近

な動植物に関心をもつ。 

         気の合う友達と一緒に遊び、身体を動かす心地よさや解

放感を味わう。 

ぎ ん が     身近な自然と関わる中で、生育の様子に気づいたり、発 

見したりして友達と共有する。 

             友達と一緒に戸外遊びを楽しみ、運動遊びに挑戦したり

全身を使って遊ぶ心地よさを味わったりする。 

 

今月の歌 

し ず く 「ぶんぶんぶん」「いっぽんばしこちょこちょ」 

う み 「いぬのおまわりさん」「キャベツの中から」 

そ ら 「こいのぼり」「おべんとうバス」 

ちきゅう 「おつかいありさん」「こいのぼり」 

たいよう 「さんぽ」「こいのぼり」 

ぎ ん が 「おおまきばはみどり」「てんとうむし」 

 ≪グループホーム鳳凰槇島さんから 素敵なプレゼントが届きました！！≫ 

 玄関に置いてある「こいのぼりの顔出しパネル」は、鳳凰槇島の利用者さん

や施設の職員さんが、子どもたちにと心を込めて作ってくださったものです。 

先日、園を代表してぎんが組さんが、受け取らせていただきました。早速、

顔を出して写真撮影されている方も見受けられます。まさに『インスタ映え』

を期待できるスポットです。まだの方は、お早めに。 

（ここでの撮影は、特別に許可いたします。） 

                 

 

URL  https://shingekai.jp 

ホームページからブログを見ることができます。 

５がつ 


